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Ｉ。 は じめに
イ ギ リ ス初等 地 理 の単 元 計 画 例示 案 で あ る Å
scheme of  work ルr  Key  Stages 丿 皿d 2 ，
Ｇｅ竡「叩 妙 「以 下 匚ス キ ー ム・初 等 地 理 」） は，
DfEE  ( 教 育 ・雇用 省） とQCA( 資 格 ・カ リキ ュ
ラ ム研 究 機 構） が, LEAs  (地 方 教 育 機 構),  GA
（地 理学 協 会） な ど と協力 して作 成 し た もので あ
る ‰
こ の単元 例 示 案 は, 1998 年 とい う イ ギ リス 教
育政策 の転 換期 に作成 され た。 同年 ９月 か ら施 行
さ れた イ ギ リス の改正 教育 法 は， 匚読 み書 き， 計
算」な ど の 匚基 礎学 力」 の強 化を 主 要 な柱 とし て
い る。 そ のよ うな 情勢 の も と， 中 核 教 科(core
subjects) で あ る 厂英語」， 厂数学 」， 匚科学 」 と，
国 際 的 な 情 報 化 時 代 に遅 れ を と ら ぬ た め に 工Ｔ
（情 報 技術 教育 ） が一 層強 調 さ れる よ うにな り，
基 礎 教 科(foundation subjects) で あ るそ れ以
外 の 厂美術」，「‾デザインと技術」，「音楽」，匚体育」，
匚歴史 」， 匚地 理」 は, 1995 年 版 ナ ショ ナル・カ リ
キュ ラムの 匚学習 プ ロ グラム」 に対 して 匚柔軟 な
取 り扱 い(flexible  arrangements) 」 が求 め られ
るよう にな った。 ここでい う 厂柔軟 な取 り扱 い」
とは，中 核教科 の十分 な時 間を確 保す るため に地
理 を含む 基礎教 科 のカ リキュ ラム計 画を見 直 し，
それ らの時間削 減を ね らい とし た もので あ る。
匚教科 内容 の系 統性 に留意 し たアプ ローチ によ
るカ リ キ ュ ラ ム の見 直 し(Modifying curricu-
lum plans  ―a  systematic approach) 」 を 行 う
ために，地 理 を含む基 礎教科 の カ リキュ ラム計 画
見 直 しに際 して は，次 の３つ の視点 を考 慮す るよ
う ＱＣＡ が 示 して い る2）。
①教 科内容 か ら優先 す べき こと， 本質 的 に重 要
なことを抽出すること(Prioritising)
②教科内容を統合すること(Combining)
③教科内容を削減すること(Reducing)
「スキーム・初等地理」 は, QCA が示す上表
の考えを具体的な計画の形で学校現場に提示した
ものである。
1998 年以降の動向で注目すべきことは，匚教科
内容の系統性に留意したアプローチによるカリキュ
ラムの見直し」のために，内容の概念構造を明確
にする観点を重視するようになったことである。
そのために1999 年に第 ２次改訂された「ナショ
ナル・カリキュラム・地理」 では， 匚学習プログ
ラム」において 冂 つの地理的アスペクト」「 匚地
理的探求 と技能」，「‾場所に関する知識と理解」，
「‾パ ターンと変化 過程に関する知識と理解」，匚環
境の変化や持続的発展に関する知識と理解」） に
集約される内容概念や方法概念が示されている。
このような現行版「ナショナル・カリキュラム・
地理」の構造的内容に沿うよう, 2000 年には「スキー
ム・初等地理」の一部の単元が改訂されている。
本稿では， 厂スキーム・初等地理」 の教師向け
ガイドブックであるGeography Teacher's guide
（ 以下 「 ガ イド ブ ッ ク ・1998 」 やGeography
Teacher's guide Update （以下「‾ガイドブック・
2000」）の記述を もとに，厂スキーム・初等地理」
の構成原理を考察していく3）。
Ｈ。「スキーム・初等地理」の位相と単元構成
１．「スキーム・初等地理」の位置づけ
匚スキーム・初等地理」は，【図１】で示され
るようなイギリス初等地理の構造的なカリキュラ
ムプ ラン構成原理に基づいて作成されている。
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キー・ステージプラン：(長期プラン)
・キー・ステージ全体を視野にいれて策定
単元(units):( 中期プラン)二 回
｢･ 長時間単元(long units) 12-20時間|
・中時間単元(mediｕｍ units)8-ll時間
・短時間単 元(short units)  4-7時 間
短期プラン
―?
―
―
―
?
?
―
?
」?
?
?
?
・継続的単元(continuous unit)
･単元を具現化するために各学校が責任を持って策定
【図１】「スキーム・初等地理」のプラン構成
（Ａ scheme of work for Key Stages l and 2 ，
Geography Teacher's guide, DfEE/QCA,  1998, pp.6-
12 から筆者が作成）
厂スキーム・初等地理」は，単元例示によって
各学校の長期プ ラン，中期プ ランをカバーし，短
期プラン作成の方向性を提示するものと位置づけ
られる。匚スキーム・初等地理」 で示されている
単元例は【図１】 のとおり中期プランの単元計画
案であり，匚長時間単元（約12 ～20 時間）」，「中時
間単元（約 ８～ｎ 時間）」， 匚短時間単元（約 ４～ ７
時間）」，および学年を縦断する 厂継続的単元」の
４種類が認められる。ただし，それらは大単元，
中単元，小単元のような入れ子の関係ではなく，
各々独立しながら他単元 との関連を考慮したもの
である。
匚継続的単元」は，牛－･ステージ全体を とおし
ての地理的発達を考慮して考案されたものであり，
「累積的に付帯的なものとして，随時他の単元の
中で実施されるもの帽 である。すなわち「‾継続
的単元」 は，それのみで完結する教授・学習過程
が示されているものではない。よって，匚単元」
というより も，匚学習プログラム」 で強調される
４つの地理的アスペクトのガイドラインを教授･
学習レベルで提示したものである。
２。「スキーム・初等地理」の単元構成
現在示されている2000 年版「‾スキーム・初等
地理」の25 単元は，【表１】のとおりである。
【表1 】2000 年版「スキーム・初等地理」の25 単元
単元ｈ 単　　　 元　　　 名 学年 単元 形態
単元１ 私 たちの学校のまわり 一身近 な地域 １ 長 時間
単元２ どうすれば身近な地域をより安全にできるのか? １ 短時間
単元 ３ 島 の故郷 【2000 年版改訂】 ２ 短時間
単元 ４ 海辺 に行くこと ２ 中時間
単元 ５ Barnaby 熊 は世界 のどこにいる？ １－ ２ 継続的
単元 ６ 身 近な地域の観察 ３ 長 時間
単元 ７ 世 界中の気 象【2000 年版削除可】 ３ 中時間
単元 ８ 環 境の改 善 ４ 長 時間
単元 ９ 村 の定 住者 ４ 短時間
単元10 インドの村 ４ 長 時間
単元ｎ 水 ５ 長 時間
単元12 本通りは交通を遮断されるべきなのか？ ５ 中時間
単元13 対照的なイギリスの地域 ―Llandudno ５ 長 時間
単元14 河川 の調 査 ６ 長 時間
単元15 山 の環境 ６ 長 時間
単元16 どんなニュ ースがある のか ？ ３－ ６ 継続的
単元17 グローバルな目 ２ 中時間
単元18 世 界とわたしたちをつなぐ ３－ ６ 継続的
単元19 どこで，どのように時を過ごすのか？ ４ 短時間
単元20 地 域の交 通一環境問題 ５ 長 時間
単元21 窓から見える地域をどのように改善できるのか? 30r4 長 時間
単元22 瑁 の地域と熊 に-Tocum 【2000年額 規】 ２ 短時間
単元23 海 岸の調 査【2000 年版新規】 5 or 6 長 時間
単元24 世界へのパスポート【2000 年版新規】 １－ ６ 継続的
単元25 地 理と数 字【2000 年版新規】 １－ ６ 継続的
（ﾉ1 ｓc尨～ 好 ωork for KりStages j 皿d 2 ，
Geograp八　Teache心 即i＆ 吸 血Le, DfEE/QCA,
2000, pp.15― 17から筆者が作成）
「 ナショナル・カリキュラム・地理」 の第 ２次
改訂 によって, 2000 年版「スキーム・初等地理」
も内容の概念構造を明確にする観点をより重視す
るようになった。
厂ガイドブック・2000」では，各学校で単元を
改訂，削減，作成する際には，単元で扱う 匚４つ
の地理的アスペクト」が他の単元との関係から適
当であるかどうかを考慮することを促している。
つ まり，長期単元の発想から内容を構造的に配し
ようとするスタンスが認められる。
2000 年版 「スキーム・初等地理」 における単
元 の追加 も，このような内容の構造的配置の重視
したものであり，「 ４つ の地理的アスペクト」 と
の関係から全体の構造性，系統性を考慮して作成
されている。単元22 は国外 の地域との場所比較
を意図したもの，単元23 は河川調査をあつかう
単元４と入れ替えられるように「水の景観への影
響」を重点ｲ匕したもの，単元24 は今回の「学習
プログラム」で強調されている位置の知識 に焦点
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化したもの，単元25 は教科横断的な数学的素養
に関わるものである。
Ⅲ．コンシステンシー重視の原理
１．コンシステンシーの構造
イギリス地理教育においては，カ リキュラムを
論じる際に「首尾一貫した「consistent, coherent)」
学習内容の観曵を尊重している。前述したように，
厂スキーム・初等地理」は「ナショナル・カリキュ
ラム・地理」 の柔軟化と第２次改訂 における構造
化を考慮したものであるｏ よって，そこで示され
る学習内容 は，「 コンシステンシー（一貫性のあ
る学習内容 の範囲）」を重視したものになってい
る。
学習内容 の一貫性は，「‾４つの地理的アスペク
ト」がその基礎を成していることは言うまで もな
い。各単元の教授・学習過程において学習目標は
匚『学習プログラム』から引 き出された概括的な表
現で記されている5）」ことからも， ４つの地理的
アスペクトを学習内容として示した「‾ナショナル・
カリキュラム・地理」の「学習プログラム」が，
厂スキーム・初等地理」におけるコンシステンシー
の基本と捉えることができる。
学習内容の範囲(breadth) については，第 ２
次改訂版「ナショ ナル・カリキュラム・地理」の
厂学習プログラム」において「学習領域(Bredth
of stｕdｙ）」が明示されるようになった6）。「ガイ
ドブック・2000 」で は，匚学習プ ログラム」 にお
ける４つの地理的アスペクトと「学習領域」 の関
係を次のように説明している7）ｏ
４つの地理的アスペクトの知識，技能，理解
は，地理的規模や情況(contexts) を含んだ
匚学習プログラム」 のなかの 匚学習領域」で
説明されるトピックスをとおして発達するの
である。
「スキーム・初等地理」では， 厂学習領域」 に
示される 匚学習する地域規模・範囲」や 厂テーマ」
にそくしながら 匚学習プログラム」に示される内
容概念，方法概念を習得できるように例示単元を
作成している。 すなわち，「学習領域」 がコンシ
ステンシーの具体を示していると言える。
以上から，厂スキーム・初等地理」のコンシス
テンシー重視の原理は，【図２】のような構造と
捉えることができる。
コンシステンシーの実際
｢ スキーム･初等地理｣ 各単元の内容(内容知，方法知)
コンシステンシーの具体　 眥
｢ 学 習 領 域(Breaitk of study)｣
■ 学 習 す る地 域 規模 ， 範 囲
■ テ ーマ(KS2) 水とその景観と人間への彫響, 集落, 環境の変化
ｺﾝｼｽﾃﾝｼｰ の基本　 兮
『学習プログラム(Programmes of study)｣の内容(内容概念, 方法概念)
■｢ 地理的質問｣，｢ 地理的調査｣ ，｢ 地理的判断｣，｢ 意思伝達｣｢ 地
理的用語 の使用｣，｢ フィールドワ ーク技能｣ ，｢地図利 用｣，｢ 地
図の作成｣，｢二次的情報資料の活用｣，｢ICT の活用｣，｢意志決定｣
●｢ 位置亠｢ 場所の様子と環境｣，｢場所 の変化｣ ，｢場所の比較｣，
｢場所間の相互依存｣
■｢ 地理的パターン｣，｢変化過程｣
廱｢ 環境変化｣，｢ 持続 的発展｣
ｺﾝｼｽﾃﾝｼｰ の基礎　 眥
｢ ４つの地理的アスペ クト｣
■ 地理的探究 と技能
■ 場所 に関する知識と理解
■ パタ ーンと変化過程に関する知 識と理解
■環境の変化 や持続的発展に関する知識 と理解
【図２】「スキーム・初等地理」におけるコンシステ
ンシー重視の原理 （筆者作成）
２． コン システン シーと 単元
学習 内容 の一貫 哇は， イ ギリス初等地 理 の長期
プ ラン の発想 か ら内 容を 構造的 に配 しよ うとす る
基本 原 理で あ る。匚スキ ー ム・初等 地 理」 で は，
【表 ２】 に示 さ れるよ うなF ‾学 習プ ロ グラ ム」 の
概念 と 匚学 習領 域」を 各単元 に計画 的 に配 当す る
ことが企図 さ れてい る。
例え ば，「ナ シ ョナ ル・ カ リキ ュラ ム・地 理」
の第 ２次改訂 にし たが って 厂気象」 を扱 った単 元
７は削 除可能 とな った。 そ の際 に削除 単元で扱 っ
てい た場 所 ・技能 に関す る諸 概 念が他 の学年 の単
元 に配 さ れてい るかを 【表 ２】 で チェ ックするよ
う， 厂ガ イドブ ック・2000 」で は促 してい る。
この ことか ら， コン システ ンシーと と もに コン
ティニ ュイテ ィを 厂スキ ーム・初等地 理」 単元 構
成 の原 理と して い ること がわか る。
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【表２】「学習プログラム」の概念と単元の対応
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1a 地理的質問 ● ● ● ● ● ● ● ● ●
1b 証拠 の収集・記録 ● ● ● ● ● ● ● ● ●
1C 証拠 の分析・結論 の考案 ● ● ● ● ● ● ● ●
1d 様々な見方 の理解 ▲ ▲ ▲ ▲
1e 様々な方法 の意思 伝達 ▲ ● ● ●
2a 地理的用語 の使 用 ● ● ● ● ● ● ●
2b フ ィールド ワーク技能の活用 ● ● ● ● ● ●
2C 地図帳・地球儀・地図等の利用 ● ● ● ● ● ●
2d 二次的情報 資料 の活用 ● ● ● ● ● ● ● ● ●
2e 作図技能 ● ● ● ● ● ● ● ●
2f 工CT の活用 ● ● ● ● ● ● ●
2g 意志決定 技能 ▲ ▲ ▲
3a 場所 の識別・記述 ● ● ● ● ● ● ●
3b 場所 や環境に関する位置 ● ● ● ● ● ●
3C 場所( 位置)の記述
3d 場 所の様子の説明 ● ● ●
3e 環 境変化 の調査 ▲ ● ● ●
3f 環 境改善の比較 ● ● ●
3g 幅広い情況・相互依存 ● ● ● ● ●
4a パタ ーンの認識・説明 ● ● ● ● ● ● ● ● ●
4b 自然的・人文的プロセスの認識 ● ▲ ● ▲ ● ●
5a 人 間・環境 と未来 ● ● ▲ ▲ ● ● ● ●
5b 持続的な環境 の管理 ● ● ● ●
6a 英 国内地域 の調査 ● ● ● ● ●
6b 外国の対照的地域 の調 査 ● ●
7a 水が与える影響 の調査 ● ●
7b 集落の調査 ● ● ● ● ● ●
7C 環境問題 の調査 ● ● ●
8a 身近な地域 の規模 ● ● ● ● ● ● ● ● ●
地方 の規模 ● ● ● ● ●
国 の規模 ● ● ▲
8b 場所 の範囲 一英国 ● ● ● ● ● ● ● ●
場所 の範囲-EU ● ▲
場所 の範囲 －EU 以 外の国 ● ● ● ▲
8C フ ィールド ワークの実 践 ● ● ● ● ● ●
(.A scheme  of work  for K<り 良昭es j αnd 2，
Geogr.叩妙Teache 心 即f面 吸 血te, DfEE/QCA,
2000, p.15 から筆者が一部抽出し構成)
IＶ. コンティニュイティ重視の原理
１．学年段階によるコンティニュイティ
匚ナショナル・カリキュラム・地理」やプラン
構成原理についてのこれまでの考察から， イギリ
ス初等地理では，学年や牛－・ステージ， または
初等学校と中等学校にまたがる「‾コンティニュイ
ティ（学習内容の系統性）」が重視されているこ
とが明らかである。
厂スキーム・初等地理」 の単元配列 は， 厂ガイ
ドブック・1998」 に【図３】 のようなカリキュラ
ムプ ラン案 が示さ れている。 このように実際に
ＱＣＡが提示する単元配列では，学年を単位 とし
たものとなっており，匚スキーム・初等地理」 に
おけるコンティニュイティは，基本的には１学年
から ６学年の学年段階が基準と解される8）。厂ガ
イドブック・2000」 でもこのプラン案と同様のも
のが提示されているｏ そこでは【図３】以外の
17～25 単元 について，冂 つの付加単元も示 され
た適応学年(particular year groups) におい
て各学校がとり入れることができるものである9）」
と説明されている。
キ
ー ・ ス
テ
ー
ジ １
ゝ ゝ丶 丶 丿心丶 ･ ゝ ゝ ゝ 〃 丶 ♂ ゝ 丶 V , 丶 丶 , ♂ , V 丶♂ ･ M 丶 ･丶♂
学年 単　　元
１
①私たちの学校のまわり一身近な地域【長】
②どうすれば身近な地域をより安全にできるのか？【短】
２ ③島の故郷【短】
④海辺に行くこと【中】
追加：キー・ステージ１の中の適所で扱われる継続的単元
｜ ⑤Barnaby 熊は世界のどこにいる？
|
午尸こ界尹厂彳玖
学年 単　 元
３ ⑥身近な地域の観察【長】
⑦世界中の気象【中】※
４
⑧環境の改善【長】
⑨村の定住者【短】
⑩インドの村【長】
５
⑥水【長】
⑩本町通りは交通を遮断されるべきなのか？【中】
⑩対照的なイギリスの地域　L ］andudno【長】
６ ⑨河川の調査【長】
⑩山の環境【長】
|追加：キー・ステージ２の中の適所で扱われる継続的単元
｜ ⑩どんなニュ ースがあ るのか ？　　　　　 ｜
【長】…長期単元(12-20時間)，【中】…中期間単元(8-n
時間)，【短】･‥短期間単元(4-7時間)
※の単元は, 2000年版では一部または全部削除可(筆者註)
【図３】「スキーム・初等地理」の単元配列例
(.A scheme of workｿ ｏｒ 瓦り 良司es 1 and 2 ，
良昭ｒ叩勾Teacher's  guide, DfEE/QCA,  1998, p.12
から筆者が抄訳）
２．地域的規模や範囲のコンティニュイティ
【図 ３】 の単元配列例示からは，25 単元全体
の位置づけを明確にで きない。
そこで，匚スキーム・初等地理」で示される25
単元を 厂ナショナル・カ リキュラム・地理」 の
匚学習領域」 から抽出できる地域的規模 と範囲の
系統性にそくして見ると，単元がこれらの系統性
に沿って配列されていることがわかる。学習する
地理的規模と範囲を組 み合 わせて，大 まかには
匚身近な地域」，「国内地域 との比較」，厂外匡Iの地
域との比較」 の学習カテゴリーを形成 しているこ
とがわかる。 この観点から各単元の位相を示すと
【図 ４】のようになる。
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身近な地域　　国内地域との比較 外国の地域との比較
※図中， 学年 内の単元 につい ては ゲー ジの長 さ によ って 「長
時間単元」，「中時間単元」，「短 時間単元」を 示す。（但しU21
は3 ，4 年 に またがる 厂長 時間 単元））。 破線枠 の白抜 きゲ ー
ジは「継 続的 単元」 である。
【図 ４】 「 ス キ ーム ・ 初 等 地 理 」 各 単 元 の 地 域 的 規 模
と範 囲 の 系 統 （ 筆 者 が 作 成 ）
【図４】 からは，学習する地理的規模や範囲 の系
統性，すなわち 厂学習領域」に記される 匚コンシ
ステンシーの具体」の内容の系統性がうかがえる。
厂スキーム・初等地理」で は，自分たちの身近な
地域そのものを対象とするのと並行的に，低学年
段階から国内や外国 に範囲を広げながら同規模の
地域の学習を取り入 れ比較することで，自分たち
の身近な地域の理解を深めることを企図している
ことがわかる。
地理的規模（地域，地方，国）と学習する範囲
（国内，外国）を交叉させながら多面的に地理事
象を探求させる手法は，イギリス地理学習の特徴
である。 1995年版と2000 年版匚ナショナル・カ
リキュラム・地理」では示される地理的規模や範
囲にちがいはない。しかし，第２次改訂でこれら
がより明示的に表されるようになり，匚ガイドブッ
ク・2000」では，学習する地理的規模や範囲の系
統性や構造性を意識しながら単元構成することの
重要性を強調している10）。
３。内容概念，方法概念に関わるコンティニュイ
フー‾イ
匚スキーム・初等地理」で は，匚学習プログラ
ム」の諸概念，すなわち 厂コンシステンシーの基
本」の内容（内容概念，方法概念）に関わるコン
ティニュイティも勘案されている。「ガイドブッ
ク・1998」では，牛－・ステージ１， ２の６年間
の地理的諸側面の系統性を【表 ３】のように明示
している。
【表 ３】 は, 1995 年版「‾ナショナル・カリキュ
ラム・地理」を基底にした 厂ガイドブック・1998」
のものであるが, 1998 年か ら実施さ れたIT と
ＩＣＴ の明確な区別 とカリキュラムへの位 置づ け
が考慮されていることなどから，更新を加えつつ
QCA の系統性原理の基本であり続 けていること
がうかがえる。また，匚ガイドブック・2000 」 に
【表３】「スキーム・初等地理」における地理的諸側面のコンティニュイティ
この段階から　　　　　　　 ・争　　　　　　　　 この段階へ
学習される位置と規模 小さな規模／身近な地域を 強調。
(例)校庭など　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ｌ
より大 きな規模( 対照 的で遠い場所) をさらに強調。( 例)ィ ギリ
争 ス内や海外の地域など
地理的視点の広がりと奥行き 狭い視点。（例）地域の小川 やショッピングエリアなど　　 ・争より広がった視点｡(例)主要な河川のシステムや町の中心部など
概念の複合 簡単な関連や特徴の把握。（例）地域探訪，資料の使用など　　　 ・争一般化。より抽象的な概念の把握。（例）交通システム，持続可能など
地理的用語の正確な 使用 基本的な用語。（例）小川， 丘など　　　　　　　　　　　 ・●地理 の特殊な用語を正 確にo（例）支 流，起伏 など
地図技能の発達 簡単で基本的な技能。（ 例）簡単な座標など　　　　　　　 。 より 幅広い技能を正確に。（ 例）４桁または６桁 のグリッド座標
争など
価値と態度の発達 個人的な見解。（例）好き， 嫌いなど　　　　　　　　　　 ｌ争批判的評価，対 立と解決o（例）地域の諸問題への関心など
地理的探求技能 地理的質問 に対する答え。
(例) 何か ？，どこに？， なぜ？など　　　　　　　　　　 ｌ
すすんで地理的質問を する。
●( 例)何か ？，どこに？， なぜ ？，どのように？など
フィールドワーク技能 簡単で基本的なフィ ールド ワーク技法。（例）川 の流れの
行方 の観察と確認など　　　　　　　　　　　　　　　　 Ｉ
より正確な観測o( 例)複数地点 での河川の観測 河幅，河深，河
● 流) など
二次的資料の活用 簡単で基本的な技能。（例）写真か ら読み取れる地理的特　 。
徴など
争地理的知識や概念に裏付けらえる複雑な技能．（例）地理的特徴
の確認と説明など
ICT の活用 教師が手ほどきする簡単で基本的な技能。（ 例）表計算ソ
フトを使った天気デ ータ処理， コンピュ ータ表示記号の　’
使用など
複雑な技能を正確にかつ自主 的に，( 例) 表計算 ソフトを使 った
１ 計算 データ処理天候の変化) ，簡単な処理計算式の使用など
(A  scheme of work foΓKey  Stages丿and  2Geography  Teacher's guide, DfEE/QCA,  1998, pユ8から筆者が抄訳)
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おいて訂正されていないことからも大枠では現在
も有効なものと言える。
Ｖ。他教科，他領域とのリンク
１．リンクの概観
「‾スキーム・初等地理」 の各単元においては，
各単元の教授・学習過程の「留意点」でリンクの
視 曵が明示されている。そこであげられている教
科 ・領域 は【表 ４】 のとおりであるが。前述 の
1998 年前後 からの 厂基礎学力」 強化政策によっ
て， リテラシー・ヌーメラシー・ＩＣＴ とのリン
クが重視されていることがわかる。ヌーメラシー
については 匚数学」が表記されているが，これ以
外にも単元25 匚地 理と数字」 が全学年 にまたが
る継続単元として設定されている。
【表４】「スキーム初等地理」の単元においてリンク
の視点が明示されている回数
教科･領域 回数 教科･領域 回数
リテラシー 47 ﾃ ｻﾞﾞｲﾝ と技術 ６
ICT （IT ） 24 科学 ５
数学 12 作業の世界 ５
PSHE･市民科 ８ 宗教 １
歴史 ７ 美術 １
言語コミュニケー ション ６ 音楽 １
環境教育 ６ 精神的･道徳的･社会的･文化的
発達
１
(A  scheme ｏ/ work  for ぎり 反昭es j 皿ど 2。
Geography,  DfEE/QCA,  1998/2000 から筆者が抽出）
厂ガイドブ ック・2000 」で は，「‾地理 と単元 教科・
領 域 の カ リ キ ュ ラ ム 改 訂(Geography and
other  curriculum changes) 」 と題 して ，「‾ＰＳＨ
Ｅ・市民 科」，「‾持続 的発 展 につい て の教育」， 匚思
考 技能」 と のリ ンクについ て説明 して おり， そ の
冒 頭で は次 のよう に述べて い る11）。
カリキュラムにおいて地理固有の役割を果たし
ているのと同時に，教科 匚地理」は初等教育の
幅広い目的に寄与している。その意味から，各
学校は自分たちの学校の地理学習計画をより広
い観曵から見直す必要がある。
-
これは，地理の総合的社会科学の性格について
述べたものであり， 厂地理から」 の他教科，他領
域へのアプローチの可能性を示唆している。また，
厂地理へ」 の他教科，他領域からのアプローチに
ついては次 のように記している12）。
ナショナル・カリキュラムの改訂 のなかで地理
コーディネーターに特に求められていることは，
法令外の 匚人格・社会，健康教育（ＰＳＨＥ）・市
民科」のフレームワークや，持続的発展の重要
な点を地理に導入することである。
さらに，実際の地理教授カリキュラム作成に際
して，各学校は次の点に留意するように述べてい
る13)。
冒 自分の学校 の地理教授計画は， どの程度
匚人 格・社会， 健康教育 （ＰＳＨＥ） ・市民
科」や持続的発展についての教育に貢献す
るのか？
■自分の学校の地理教授計画は，どのように
して 匚人格・社会，健康教育（ＰＳＨＥ）・
市民科」や持続的発展についての教育への
貢献を強めるのか？
冒これらのカリキュラムの新しい領域と同様
に，地理 は英語，数学, ICT そして 冂思
考技能」 に対しても従前からの重要な役割
を担っている。
これらから，国民の共通基礎教養と国際的な情
報化戦略が一層強調されるようになった 扣98 年
頃からの動向を反映する教科（英語，数学，科学，
ＩＣＴ） とともに, T.Blair 首相が教育政策の柱と
して導入し たPSHE ・ 市民科 とのリンクも重視
されていることが明らかである。
2. PSHE ・ 市民科とのリンク
「’ガイドブック・2000 」で は， 匚PSHE ・ 市民
科」 とリンクする「スキーム・初等地理」 の単元
について，次のように説明している14）。
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■個人として，また所属するコミュニティー
の一員としての自分の立場についての学習
（単元19 において）
■他人との関係づくりや，協同について（単
元11, 12, 19)
■自分自身の健康や安全を守るための基礎的
技能について（単元2,  11, 20)
朧義務，権利や他人の見解に気づくようにな
ること（単元８，几12,  15, 17, 20, 21,
22, 23)
■ソーシャルスキルや社会的・道徳的責任意
識の学習（単元15, 16, 20, 21)
圖学校生活や校外の生活で，友だちや近所の
人だちと積極的に付き合えるようになるこ
と（単元 工, 2,  6,  8,  12, 20)
圖より広い世界やその世界でにおけるコミュ
ニティーの相互依存に関する学習（単元5 ，
7, 10, 14, 15, 16, 17, 18, 22, 24)
また， 【表 ５】のように，匚スキ ーム・初等地
理」の単元における学習活動を 厂地理」 と 厂PSH
Ｅ・市民科」の両視曵から示している。
【表５】「スキーム・初等地理」の単元８における
「地理」と「PSHE ・市民科」の視点
学習活動 地理の視点 市民科の視点
４年　単元 ８
｢環境 の改 善｣
地 域 の 中 で 普 段 あ
まり 環 境 の こ とを
気 にし て い な い場
所 を 挙 げ て み る
(例：公 園あ るい は
シ ョ ッピ ン グセ ン
タ ーなど)。 そ の場
所 を 訪 れ て， 環 境
の証 拠 を 集 め る。
そ の場 所 が ど の よ
う に改 善 さ れ る か
を 話 し 合 う。　自 分
た ち の提 案 を 地方
行 政機関に送る。
児 童 は 次 の こ とを
学習す る。
圜 場 所 の調 査 につ
いて
圖 人 々 が 自 分 た ち
の ま わり の環 境
にど のよ う に影
響 を 及 ぼ す の か
とい う こ と につ
いて
圜 ど の よ う に， な
ぜ人 々が 自分 だ
ち の ま わ り の 環
境 を 維 持 管 理 し
よ う と す る の か
と い う こ と につ
いて
児 童 は 次 の機 会 を
与え られ る。
圖 自 分 た ち の ま わ
り の環 境 に責 任
を もっ こと
圜 地 域 行 政 の仕 事
に加 わること
圖 将 来 の 市民 や社
会 の一 員 と して
活 動 的 に役 割 を
演じ ること
CA  scheme ｏ/｀ωｏ禎ｿor  Key 良司es j 匹ど 2，
Geography  Teacher's guide 吸 加te, DfEE/QCA,
2000, p. 12から筆者が抄訳)
これらから「地理」における意志決定という市
民的価値判断に関わる問題については，匚PSHE ・
市民科」との関係は重要な意味を持つことが明ら
かである。
し か し一方 で，「自 分 たち のま わり の環 境 に責
任を もつ こと」，「将来 の市民 や 社会 の一 員 として
活 動的 に役割 を演 じる こと」 という 匚良民 」 と し
て の資質 が強 調さ れてい るｏ ここで求 め られる資
質 は， ク リティカ ルな思考 を もつ 「市民 」 とはか
け離れ たものであ る。 そ もそ も 匚PSHE ・ 市民 科」
が， 揺 らいで きた イギ リスの国民 統合を 修復 す る
た めの も ので あ る こと は， 教 科名 が 「Civic 」 で
はな く　厂Citizenship 」 で あ る こと か ら も明 らか
で ある。
匚地理」 と他教科， 他領 域と のリ ンクについ て
は，「‾ＰＳＨＥ ・ 市 民 科」 以 外 に も 匚持 続可 能 な 発
展 のための教育」，し思考技能」などが 厂ガ イドブ ッ
ク・2000 」で とり上 げられてい る。 このことか ら，
匚スキ ーム・初等地理」で は 厂ナショナル・ カリキュ
ラ ム」 が求 める教科横 断課題 へ の幅広 い考慮を 強
調 して いる ことが わか る。
Ⅵ。 お わり に
本稿 で は， 匚ス キー ム・初 等地 理」 が イギ リ ス
初等 地理 の構 造的な カ リキュ ラムプ ラン構成原 理
に基づ く ものであ るこ とと， そ こで示 され る単 元
は「‾ナショ ナル・ カリ キュラ ム・地 理」 の第 ２次
改訂 に対 応し て 冂 つ の地 理的 ア スペクト」 が重
視 され るこ とによ って一層 構造化 が はか られた も
のであ るこ とを 明 らか にした。
ま た， 厂スキ ー ム・初等 地 理」 の構成 原理 が，
構 造的，系 統 的な フレ ームによ って特 徴づ けら れ
るこ とを 明確 に し た。 厂スキ ー ム・初等 地理 」 の
厂コン シ ステ ンシ ー （一 貫 性 のあ る学 習内容 の範
囲）」， 厂コ ンティニ ュイティ（学習内容 の系 統性）」
の原 理 こそ が， 匚ナ ショ ナル ・カ リ キュ ラ ム・地
理」 の 冂 つ の地理 的 アスペ クト」を 実践的 意義
ある もの にしてい る。
さ らに，他 教科 や他領域 とのリ ンクをカ リキ ュ
ラム全 体 の視点 か ら学校 現場 に示 して い ること も
確認 し た。 厂スキ ー ム・初等 地 理」 で は， 市民 性
や持続 的発展 な どの社会 の総合 的問題 と 「地 理」
と のリ ンクが重視 されて おり， 単元 の教授 ・学 習
過程で は価値判 断を積極的 に扱 ってい る。 しか し，
匚市民 科 」 と の リン クを 重 視 した 匚地 理」 学習 に
お ける議論， 意志 決定， 社会参 加 は， 市民 的義務
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を果たすという態度目標を前提とする「閉じられ
た」ものに陥りやすい点に注意する必要かおる。
以上のような 匚スキーム・初等地理」の構成原
理は, 1998 年以降のイギリス教育の動向を反映
したものである。ここで注目すべきことは，匚教
科内容の系統性に留意したアプローチによるカリ
キュラムの見直し」のために，内容の概念構造を
明確にする観点を重視するようになったことであ
る。その観点として４つの地理的アスペクトが示
されたのであり，イギリス地理教育が教科のスリ
ム化に対して構造的な教科内容構成に立ち返って
対処したことを示すものでもある。
これは，匚総合的な学習の時間」の導入によっ
て大幅なスリム化を迫られながらも，教授内容の
構造性に着目せずに教授・学習方法や教授方法で
対処しようとしているわが国の社会科の現状と比
べると，興味深いものと言える。
【註 】
１） 本 研究 で は, scheme の語感 を 尊重 す る とと
もに，他教科でも作成されていることや牛－・
ステー ジ エ， ２を 研究対 象 とす ることを 考慮
して, A  scheme  of  workｿ'or  Key  Stages  1
απd 2 ， Geography を 厂ス キー ム・初等 地理 」
と表記 す る。
2 ) Maintaining  breadth  and  balance  a乙瓦砂
Stages  1 and  2, QCA,  1998,  pp.6  - 7
3 ） 現行版 匚ナ ショ ナル・ カ リキュ ラム・地理」
の 内容 構 造 につ い て は， 拙 稿 匚Geography
in the National Curriculum for England
の 内 容 構 成 一Programmes of Study の構
造性，系 統性 につ いてー」，『大 阪教育 大学社
会科 教育学 研究 』 第 ３号, 2003,  pp.  23-3
5 を 参照 さ れたい。 本稿で は， そ れに準 拠 し
た単元 計画で あ る 厂ス キー ム・初 等地 理」 の
学 習内容 ・方 法 の構 造性を 検討 し， 現 在 のイ
ギ リスにお ける初等地 理 の内容構 成原 理 の実
際を 解明 す る。
4 ) DfEE/QCA,  A  scheme of  work ﾌﾞ"or Key
Stages　 ｊ　α咒ど　2, Geogr 略坑ｙ　Teac んer's
guide,  1998,  p .12
5)  Ibid.p.10
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６）「学習領域」の明示 には, 1998 年の教育法改
訂にともなうカリキュラムの見直しにおいて，
「領域(breadth) とバランス(balance) の
維持(Maintaining  breadth  and  balance
d 瓦りStages j 皿d 2 ， QCA,  1998, p.2)」
が求められた背景がある。
7)  DfEE/QCA,  A  scんeme of  work  for  K り
Stages 7 四d 2,  Geography  Teacher's
即i 心 伽 血te, 2000,p.4
8 ）「 ガ イド ブ ック・1998 」 で は， 複式 学 級
(Mixed-age classes) の場合 のカ リギュ ラ
ムプ ランも提示しているが，第１学年と第２
学年を併せてCycle 1 としているだけで実質
的には学年を単位とした単元配列を行ってい
る。 ①fEE/QCA  (1998) 前掲書, P-14)
9 ) The  units and  thぶteaching  time (DfEE/
ＱＣＡ（2000）前掲書 の別添パ ンフレット）
10 ）
m
12 ）
13 ）
14 ）
DｆＥＥ/QcA （2000）前掲書,P- 9
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